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全
国
中
小
建
設
業
協
会

（
全
中
建
、
河
﨑
茂
会
長
）

は
９
月
30
日
、
関
東
地
区
の

ブ
ロ
ッ
ク
別
意
見
交
換
会
を

開
い
た
。
今
回
は
、
働
き
方

改
革
に
向
け
た
環
境
整
備
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
出
席
し
た

国
土
交
通
省
な
ど
と
意
見
交

換
。
賃
金
ア
ッ
プ
の
原
資
を

確
保
す
る
た
め
、
積
算
基
準

の
「
施
工
代
価
表
」
を
見
直

す
よ
う
求
め
た
他
、
今
夏
の

気
温
上
昇
を
受
け
た
現
場
の

熱
中
症
対
策
の
強
化
な
ど
を

要
望
し
た
。

　

河
﨑
会
長
＝
写
真
＝
は
会

合
の
冒
頭
、
「
先
を
見
通
す

こ
と
が
で
き
る
予
算
が
確
保

さ
れ
れ
ば
、
計
画
的
な
処
遇

改
善
と
経
営
の
安
定
化
が
可

能
に
な
る
」
と
述
べ
、
「
意

見
交
換
を
通
じ
、
中
小
建
設

業
が
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

力
強
い
地
場
産
業
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
基
盤
を
築
き
た

い
」
と
続
け
た
。

　

意
見
交
換
会
に

は
、
▽
東
京
都
中
小

建
設
業
協
会
▽
全
中

建
多
摩
▽
町
田
市
建

設
業
協
会
▽
東
京
林

業
土
木
協
会
▽
神
奈

川
県
中
小
建
設
業
協
会
▽
横

浜
建
設
業
協
会
▽
全
中
建
建

友
会
―
が
参
加
。
国
交
省
か

ら
は
、
不
動
産
・
建
設
経
済

局
建
設
業
課
入
札
制
度
企
画

指
導
室
の
髙
橋
信
博
室
長
、

関
東
地
方
整
備
局
企
画
部
の

宮
坂
広
志
技
術
開
発
調
整
官

と
建
政
部
の
佐
藤
孝
建
設
産

業
調
整
官
、
営
繕
部
の
田
中

幸
一
官
庁
施
設
管
理
官
ら
が

出
席
し
た
。

　

東
京
都
都
市
整
備
局
の
大

澤
真
知
子
建
設
業
課
長
、
横

浜
市
の
佐
藤
公
彦
公
共
事
業

調
整
課
長
も
参
加
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
東
京
都

中
小
建
設
業
協
会
と
全
中
建

多
摩
が
、
施
工
単
価
が
実
態

に
合
わ
ず
、
適
正
な
労
務
費

を
確
保
す
る
た
め
に
現
場
管

理
費
や
一
般
管
理
費
を
削
減

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
主
張
。

受
注
者
が
利
益
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
積
算
基
準
の
「
施

工
代
価
表
」
の
見
直
し
な
ど

を
求
め
た
。

　

神
奈
川
県
中
小
建
設
業
協

会
は
、
民
間
工
事
で
価
格
上

昇
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る

と
指
摘
。
民
間
工
事
に
標
準

労
務
費
を
示
す
と
と
も
に
、

国
民
へ
周
知
す
べ
き
と
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
交
省

の
髙
橋
室
長
は
「
賃
上
げ
に

は
民
間
工
事
に
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厚
労
省

と
連
名
で
民
間
発
注
者
に
も

賃
上
げ
を
要
請
し
て
い
る
」

な
ど
と
回
答
し
た
。

　

横
浜
建
設
業
協
会
は
、
中

小
企
業
と
大
手
企
業
の
賃
上

げ
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
と

し
て
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
を
要
望
。

全
中
建
建
友
会
は
、
受
注
段

階
で
労
務
費
の
原
資
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

予
定
価
格
に
限
り
な
く
近
い

価
格
で
落
札
で
き
る
制
度
改

正
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
今
夏
の
気
温
上
昇

を
受
け
、
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
も
各
団
体
が
要
望
し

た
。
こ
の
う
ち
、
町
田
市
建

設
業
協
会
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値

28
度
以
上
、
ま
た
は
気
温
31

度
以
上
で
あ
れ
ば
、
発
注
者

が
工
事
一
時
中
止
を
指
示
す

べ
き
と
し
た
。

定
】
新
井
組
▽
入
江
建
設
▽

大
野
建
設
▽
大
林
道
路
▽
木

本
建
興
▽
共
立
建
設
▽
黒
須

建
設
▽
国
土
開
発
工
業
▽
小

雀
建
設
▽
寿
組
▽
世
紀
東
急

工
業
▽
成
友
興
業
▽
太
啓
建

設
▽
大
成
ロ
テ
ッ
ク
▽
大
日

本
土
木
▽
大
有
建
設
▽
瀧
澤

建
設
▽
竹
中
道
路
▽
中
部
土

木
▽
東
亜
道
路
工
業
▽
巴
山

建
設
▽
奈
良
建
設
▽
日
工
建

設
▽
日
相
建
設
▽
日
本
道
路

▽
人
の
森
▽
福
田
道
路
▽
冨

士
工
▽
前
田
道
路
▽
馬
淵
建

設
▽
三
井
住
建
道
路
▽
幸
和

▽
東
照
工
業
▽
丸
電
▽
表
養

樹
園
▽
日
比
谷
ア
メ
ニ
ス
▽

富
士
植
木

【
首
都
直
下
地
震
に
お
け

る
東
京
都
内
道
路
啓
開
（
西

方
向
）
に
関
す
る
協
定
】
竹

中
道
路
▽
巴
山
建
設

　

国
土
交
通
省
相
武
国
道
事

務
所
は
「
災
害
時
に
お
け
る

災
害
応
急
対
策
業
務
に
関
す

る
協
定
」
を
37
社
と
締
結
し

た
。
管
内
の
国
道
16
号
や
国

道
20
号
が
被
災
し
た
場
合

に
、
被
害
の
拡
大
防
止
や
早

期
の
復
旧
に
協
力
し
て
も
ら

う
。
ま
た
、
「
首
都
直
下
地

震
に
お
け
る
東
京
都
内
道
路

啓
開
（
西
方
向
）
に
関
す
る

協
定
」
を
２
社
と
締
結
し

た
。
首
都
直
下
地
震
発
生
時

に
国
道
20
号
の
う
ち
千
代
田

区
霞
が
関
〜
世
田
谷
区
給
田

の
道
路
啓
開
に
当
た
っ
て
も

ら
う
。
協
定
締
結
期
間
は
い

ず
れ
も
９
月
１
日
か
ら
２
０

２
８
年
８
月
31
日
ま
で
。

　

協
定
を
締
結
し
た
企
業
は

国
交
省
関
東
地
方
整
備
局
が

発
注
す
る
総
合
評
価
方
式
の

競
争
入
札
手
続
き
で
、
技
術

評
価
点
の
う
ち
地
域
貢
献
度

の
項
目
で
加
点
評
価
を
得
ら

れ
る
。

　

協
定
締
結
者
は
次
の
通
り

（
五
十
音
順
）
。

【
災
害
時
に
お
け
る
災
害

応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協

と
斜
路
付
き
階
段
の
予
備
・

詳
細
設
計
や
、
斜
路
な
ど
の

橋
脚
２
基
（
既
製
杭
基
礎
）

と
逆
Ｔ
式
橋
台
１
基
（
既
製

杭
基
礎
）
の
検
討
も
行
う
。

　

ま
た
、
江
戸
川
区
側
取
り

付
け
部
の
側
道
約
２
４
０
㍍

や
篠
崎
街
道
と
の
交
差
部
を

対
象
と
し
た
予
備
設
計
を
中

央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

別
途
委
託
。
26
年
８
月
の
納

期
で
完
了
し
て
も
ら
う
。
用

地
取
得
を
終
え
て
お
り
、
25

年
度
の
業
務
成
果
を
踏
ま
え

て
、
26
年
度
以
降
は
取
り
付

け
部
の
対
面
２
車
線
や
橋
台

の
詳
細
設
計
を
進
め
る
予
定

だ
。

　

一
方
、
県
県
土
整
備
部
は

市
川
市
側
の
取
り
付
け
部
約

３
３
０
㍍
の
整
備
を
担
当
。

幅
員
26
㍍
に
対
面
２
車
線
と

側
道
、
両
側
歩
道
を
配
置
す

る
。23

年
度
に
用
地
測
量
に
着

手
し
て
境
界
確
定
を
進
め
て

お
り
、
25
年
度
か
ら
用
地
取

得
に
乗
り
出
し
た
。
ま
た
、

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
中
央
区
）
が
排
水
に
関

す
る
予
備
設
計
を
12
月
、
取

り
付
け
部
の
施
工
計
画
検
討

業
務
を
26
年
３
月
の
納
期
で

そ
れ
ぞ
れ
手
掛
け
て
い
る
。

詳
細
設
計
の
委
託
先
を
決
め

る
入
札
の
手
続
き
中
で
、
10

９
日
に
開
札
す
る
。
履
行
期

限
は
27
年
３
月
15
日
。

　

事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
も
導
入

し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の

協
議
・
調
整
や
全
体
事
業
計

画
の
整
理
な
ど
を
内
容
と
す

る
業
務
を
福
山
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
千
代
田
区
）
に
委

託
。
26
年
３
月
25
日
の
納
期

で
成
果
を
得
て
早
期
の
工
事

着
手
に
つ
な
げ
る
。

　ＳＯＬＩＺＥ　Ｕｒｅｋａ　Ｔｅｃｈｎｏ

ｌｏｇｙ（千代田区）の提供する安全管理特

化型ＡＩソリューション「ＳｐｅｃｔＡ　Ｋ

Ｙ―Ｔｏｏｌ（スペクタケーワイツール）が、「施工現場の安全対策

強化」と「業務の効率化」を両立するツールとして活用されている。

　

最
大
の
特
長
は
、
画
像
か
ら
Ａ
Ｉ

が
分
析
し
リ
ス
ク
対
策
を
提
示
で
き

る
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
き
た
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
関
す
る
報

告
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
完
結
で
き
る
点
だ
。

シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
当
す
る
Ｓ
ｐ

ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
事
業
開
発
部
の
石
塚
貴

章
氏
は
「
現
場
で
の
作
業
中
に
危

険
箇
所
を
見
つ
け
た
ら
、
写
真
を

撮
り
、
音
声
入
力
で
メ
モ
を
残
す

だ
け
で
、
報
告
書
を
自
動
的
に
作

成
で
き
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
事

務
所
に
戻
っ
て

か
ら
の
面
倒
な

デ
ー
タ
転
記
作

業
が
不
要
と
な

り
、
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
報
告

書
作
成
に
か
か
る
時
間
は
約
３
分

の
１
に
ま
で
短
縮
し
た
事
例
も
あ

る
」
と
優
位
性
を
説
明
す
る
。

　

そ
の
上
で
「
画
像
か
ら
リ
ス
ク

事
象
の
発
生
要
因
と
対
策
案
を
Ａ

Ｉ
が
提
示
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク

対
策
の
質
を
高
め
、
報
告
さ
れ
た

デ
ー
タ
は
自
動
的
に
蓄
積
さ
れ
、

過
去
の
事
例
を
簡
単
に
検
索
・
共

有
で
き
る
。
ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
が
デ
ー
タ
と
し
て
可
視

化
さ
れ
、
経
験
の
浅
い
若
手
社
員

で
も
安
全
意
識
を
効
果
的
に
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
強
調
し

た
。

　

蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
Ａ
Ｉ
に

よ
っ
て
分
析
さ
れ
、
過
去
の
災
害

事
例
を
基
に
リ
ス
ク
を
自
動
で
抽

出
・
提
案
す
る
こ
と
で
、
経
験
や

勘
に
頼
ら
ず
質
の
高
い
安
全
管
理

を
実
現
す
る
。
さ
ら
に
、
現
場
で

働
く
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
も
特
長

だ
。

　

石
塚
氏
は
「
報
告
さ
れ
た
危
険

事
象
に
対
し
て
『
あ
り
が
と
う
』

や
『
い
い
ね
』
と
い
っ
た
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
送
る
機
能
は
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
な
り
が
ち
な
報
告
行
為
を

『
組
織
の
安
全
に
貢
献
す
る
良
い

行
動
』
へ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

直
す
文
化
を
育
て
る
。
ま
た
、
良

い
取
り
組
み
を
共
有
す
る
機
能
も

備
え
て
お
り
、
現
場
の
努
力
が
正

当
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築

で
き
る
」
と
話
す
。

　

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ　

Ｋ
Ｙ
―
Ｔ
ｏ

ｏ
ｌ
は
、
現
場
の
声
を
取
り
入
れ

な
が
ら
日
々
進
化
を
続
け
て
い

る
。
建
設
現
場
特
有
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
が
不
安
定
な
場
所
で
も
利
用
で

き
る
オ
フ
ラ
イ
ン
機
能
の
開
発
を

最
優
先
で
進
め
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
将
来
的
な
展
望
と
し
て
、

Ｘ
Ｒ
技
術
と
の
連
携
も
進
め
て
お

り
、
Ｖ
Ｒ
で
の
安
全
教
育
コ
ン
テ

ン
ツ
と
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
横
断
的
に
活
用
し

た
独
自
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
構

想
も
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
こ
そ
が
、
他

社
に
は
な
い
付
加
価

値
を
生
み
出
し
て
い

く
。

　

「
事
故
を
な
く
し

た
い
」
と
い
う
ニ
ー

ズ
と
、
「
現
場
の
非

効
率
な
作
業
を
減
ら

し
た
い
」
と
い
う
ニ

ー
ズ
。
こ
の
両
方
を

満
た
せ
る
「
Ｓ
ｐ
ｅ

ｃ
ｔ
Ａ　

Ｋ
Ｙ
―
Ｔ

ｏ
ｏ
ｌ
」
へ
の
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

（
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
事

業
部
＝
大
西
正
太
）

Close-UP

　

旧
江
戸
川
橋
梁
は
旧
江
戸

川
で
隔
て
ら
れ
た
江
戸
川
区

江
戸
川
１
丁
目
と
千
葉
県
市

川
市
押
切
を
結
ぶ
補
助
第
１

４
３
号
線
の
橋
梁
。
都
県
間

の
新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
や
救
急
搬
送
の
迅

速
化
、
防
災
力
と
利
便
性
の

向
上
を
目
的
に
整
備
す
る
。

23
年
１
月
に
国
土
交
通
省
か

ら
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を

受
け
た
。

　

事
業
延
長
は
東
京
都
が
約

３
６
０
㍍
、
千
葉
県
が
約
４

２
０
㍍
の
計
７
８
０
㍍
。
総

事
業
費
は
約
１
２
０
億
円

で
、
こ
の
う
ち
約
31
億
円
を

都
が
負
担
す
る
。
31
年
度
の

事
業
完
了
を
予
定
し
て
い

る
。

　

都
建
設
局
は
渡
河
部
の
約

１
８
０
㍍
と
江
戸
川
区
側
の

取
り
付
け
部
約
２
７
０
㍍
の

整
備
を
担
当
。
渡
河
部
の
幅

員
15
㍍
に
対
面
２
車
線
と
両

側
歩
道
を
、
取
り
付
け
部
の

幅
員
24
・
５
㍍
に
は
対
面
２

車
線
と
側
道
、
両
側
歩
道
を

設
け
る
。

　

渡
河
部
の
構
造
型
式
は
上

部
工
が
鋼
３
径
間
連
続
鋼
床

版
箱
桁
橋
、
下
部
工
の
橋
脚

が
張
り
出
し
式
２
基
（
鋼
管

矢
板
ウ
ェ
ル
基
礎
）
と
壁
式

２
基
（
既
製
杭
基
礎
）
を
想

定
し
て
い
る
。
委
託
し
た
業

務
で
は
渡
河
部
の
詳
細
設
計

に
加
え
、
歩
行
者
用
の
斜
路

　

東
京
都
建
設
局
は
千
葉
県
県
土
整
備
部
と
共
同
で

整
備
す
る
「
旧
江
戸
川
橋
梁
（
仮
称
）
」
に
つ
い

て
、
延
長
１
８
５
㍍
の
渡
河
部
の
詳
細
設
計
に
着
手

し
た
。
上
部
工
の
構
造
形
式
を
鋼
３
径
間
連
続
鋼
床

版
箱
桁
橋
と
想
定
。
中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
千
代
田
区
）
が
２
０
２
７
年
２
月
の
納
期
で
業
務

を
手
掛
け
る
。
千
葉
県
の
用
地
取
得
の
進
捗
を
踏
ま

え
て
着
工
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
。

　

東
京
都
港
湾
局
は
葛
西
海

浜
公
園
の
「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
」
整
備
で
、

修
正
基
本
計
画
作
成
業
務
を

ア
イ
エ
ム
エ
ー
都
市
建
築
研

究
所
（
目
黒
区
）
に
特
命
随

意
契
約
で
委
託
し
た
。
整
備

位
置
の
見
直
し
に
伴
い
規
模

や
工
程
な
ど
を
再
検
討
す
る

た
め
の
業
務
で
、
同
社
は
過

去
に
基
本
・
実
施
設
計
を
手

掛
け
て
い
た
。
２
０
２
６
年

１
月
30
日
を
期
限
に
成
果
を

得
て
、
再
度
の
設
計
に
備
え

る
。

　

葛
西
海
浜
公
園
（
江
戸
川

区
臨
海
町
６
丁
目
地
先
）
は

葛
西
臨
海
公
園
か
ら
葛
西
渚

橋
を
渡
っ
た
先
に
あ
る
。
水

域
を
除
く
開
園
面
積
は
２
７

８
４
平
方
㍍
で
、
海
水
浴
や

潮
干
狩
り
な
ど
を
楽
し
め
る

「
西
な
ぎ
さ
」
と
、
自
然
環

境
を
保
全
す
る
た
め
原
則
立

ち
入
り
禁
止
の
「
東
な
ぎ

さ
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
１

９
８
７
年
度
に
開
園
し
た
。

　

２
０
１
８
年
10
月
に
大
半

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
（
湿
地

の
保
全
と
利
活
用
に
関
す
る

国
際
条
約
）
湿
地
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
21
年
３

月
に
保
全
管
理
計
画
を
策

定
。
西
な
ぎ
さ
に
来
園
者
の

活
動
や
情
報
発
信
の
拠
点
と

な
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
打
ち
出
す
と
と
も

に
、
公
募
で
採
用
し
た
デ
ザ

イ
ン
ア
イ
デ
ア
を
踏
ま
え
て

22
〜
23
年
度
に
ア
イ
エ
ム
エ

ー
都
市
建
築
研
究
所
で
基
本

・
実
施
設
計
を
進
め
た
。

　

そ
の
段
階
で
の
整
備
位
置

は
葛
西
渚
橋
の
橋
詰
め
の
東

側
と
し
、
セ
ミ
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
基
礎
を
持
つ
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
平
屋
７
０
５
平

方
㍍
の
施
設
を
建
て
る
予
定

で
い
た
。

　

た
だ
、
公
園
利
用
団
体
な

ど
と
協
議
し
た
結
果
、
整
備

位
置
を
橋
詰
め
の
西
側
に
変

更
。
橋
詰
め
の
東
側
に
比
べ

利
用
で
き
る
敷
地
の
面
積
が

狭
い
な
ど
前
提
条
件
が
異
な

る
た
め
、
今
回
の
業
務
を
通

じ
て
セ
ン
タ
ー
の
配
置
や
規

模
、
機
能
、
工
程
な
ど
を
再

検
討
し
、
公
園
利
用
団
体
な

ど
の
意
見
も
聞
い
て
修
正
基

本
計
画
を
ま
と
め
る
。

上
部
工
は
鋼
３
径
間
連
続
鋼
床
版
箱
桁
橋

ＡＩソリューション
「ＳｐｅｃｔＡ　ＫＹ―Ｔｏｏｌ」

安
全
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
最
前
線

ＳｐｅｃｔＡ事業開発
部の石塚貴章氏

葛
西
海
浜
公
園
の
様
子

千代田区　区立日比谷図書文化館整備、検討支援を乃村工芸社

世田谷区　公園便益施設設置事業者、月内にも再公募

カシワバラ　四つ木に159戸マンション、15階建て4800㎡規模で

民間公募…マンション３件

全許可業者が社会保険加入　技能者の処遇改善、次の一手は

２面

２面

３面

３面

６面

旧
江
戸
川
橋
梁
渡
河
部

詳
細
設
計
に
着
手

都建設局

葛西海浜公園のビジターセンター

位置変更で規模など再検討
都港湾局

災
害
時
の
応
急
対
策
業
務

37
社
と
協
定
締
結

相武国道

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
意
見
交
換
会

賃
金
ア
ッ
プ
の
原
資
確
保
要
望

全中建


